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２年連続35度目の王座に輝く
徳島駅伝優勝！

ピック
アップ

１年の無病息災を願う

岡崎海浜公園でどんど焼き

※20ページに関連記事
100周年記念ロゴマーク
「第九」アジア初演
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徳島駅伝優勝！
２年連続35度目の王座に輝く

最終走者の重責を
懸命に果たした和

わ け

家

▲ ▲ ▲  鳴門携帯ＮＡＶＩ
災害情報や休日当番医などの情報
を掲載しています。

目次 － CONTENTS －

正月のしめ縄や納め札な
どを燃やし１年の無病

息災を願う「どんど焼き」が
１月７日、岡崎海浜公園（岡
崎海岸）で開かれました。
　地元の若者有志「鳴門縁

えにし

の会」が開催してい
るこの伝統行事。お正月の風物詩を一目見よ
うと多くの人が集まりました。
　参加者らは竹に刺して焼いたミカンや振る
舞われた豚汁を味わったほか、書き初めコー
ナーで１年の目標をしたためるなど、新年の
スタートにふさわしいひとときを過ごしてい
ました。

「表紙の写真」

徳島駅伝優勝！
平成28年度 決算報告

「蛇口をひねれば水道水が出る生活」を
今後も維持していくために①
WeLoveなると まちづくり活動応援補助金
市からのお知らせ
情報ガイド
すこやかライフ

「第九」アジア初演100周年記念ロゴ
マークができました ほか
まちの出来事
平成30年 鳴門市成人式
鳴門ゆかりの輝く「鳴門人」
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市民のうごき

　　世帯数  26,465世帯（＋19）

　　人　口  58,672人（-23）
（）の数値は前月比

■ 出  生　男  14人　　女  10人
■ 死  亡　男  33人　　女  27人
■ 転  入　男  76人　　女  86人
■ 転  出　男  72人　　女  77人
※平成29年12月31日現在

2018
No.802２

市民と市政をつなぐ情報紙

Naruto
広報なると



3 平成30年２月号

県
内
16
郡
市
が
新
春
の
阿
波
路

を
駆
け
抜
け
る
白
熱
の
レ
ー
ス

第
64
回
徳
島
駅
伝
。
１
月
４

日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、
鳴
門
市
は

43
区
間
２
５
６・８
㌔（
小
学
生
特
別
区

間
を
除
く
）を
13
時
間
56
分
50
秒
で
た
す

き
を
つ
な
ぎ
、
２
年
連
続
35
度
目
の
総
合

優
勝
を
果
た
し
、
12
区
間
で
区
間
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。
２
位
は
徳
島
市（
１
分

46
秒
差
）、
３
位
は
小
松
島
市
と
い
う
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
連
覇
を
目
指
し
て
挑
ん
だ
こ
の
大

会
。
選
手
た
ち
は
初
日
か
ら
好
走
を
見
せ

ま
す
。
初
日
の
６
区
で
吉
田
が
区
間
賞
の

力
走
を
見
せ
、
総
合
首
位
に
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
８
区
の
寺
西
も
区
間
賞
を
獲
得
。

そ
の
後
、
一
時
は
３
位
に
後
退
し
た
も
の

の
、
14
区
で
区
間
新
記
録
を
出
し
た
松

本
ら
の
追
い
上
げ
で
首
位
・
徳
島
市
と
の

差
を
縮
め
ま
し
た
。
そ
し
て
15
区
の
秋
山

が
首
位
に
な
っ
た
後
は
、
そ
の
座
を
守
り

続
け
、
２
日
目
23
区
の
森
岡
が
区
間
賞

を
獲
得
す
る
な
ど
２
位
の
徳
島
市
と
の
接

戦
を
制
し
、
見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。

●選手の敬称は省略しています。

①区間賞を獲得した３区の奥
谷。

②�区間賞の吉田から７区の小
お

濱
はま

�大�へ。
③�19区の中学生男子区間で区
間賞を獲得した葊瀬（写真：
右）。
④鳴門市内を走る21区で区間
賞を獲得した松本（写真：
右）。松本は初日の14区で、
今大会唯一の区間新記録を
出した。

⑤�29区で区間賞を獲得した村
上から30区の美好へ。
⑥女子も奮闘。岸本から32区
の岩久保�花�へ。

⑦三岡から35区の西山へ。両
者とも区間賞に輝いた。

⑧再出発の36区を駆け抜けた
元木。

⑨秋山から42区の田村へ。
⑩�ゴール後に健闘をたたえあう
メンバー。
⑪�胴上げされる和家。

写真で振り返る鳴門市選手団の力走

個人成績

１

５

９

６

８

７

２３４

11 10

奥谷�裕一（㈱大塚製薬工場）
松本�　葵（㈱大塚製薬工場）
三岡�大樹（㈱大塚製薬工場）
吉田�　鐘

あつむ

（鳴門中）

優秀競技者に下記の４人が
選出されました。
（五十音順）
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市税
74億8,945万円

（29.4％）

42.0％
58.0％

依存財源その他
13億9,523万円（5.5%）

自
主

財

源

依
存

財

源

県支出金
20億2,411万円

（7.9%）

自主財源その他 13億5,491万円（5.3％）

諸収入
4億5,644万円

（1.8％）
繰入金

10億8,398万円
（4.2％）

使用料･手数料
3億2,923万円（1.3%）

地方交付税
43億3,119万円

（17.0%）

国庫支出金
38億1,739万円

（15.0%）

市債
32億1,950万円

（12.6%）

255億
143万円

前
年
度
比
で
歳
入
・
歳
出
共
に
減
少

平
成
28
年
度
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
が
２
５
５
億
１
４
３
万
円（
前
年
度

比
３
４
７
８
万
円
減
）、
歳
出
は
、
２
４
６
億
５
５

９
８
万
円（
前
年
度
比
１
１
６
4
万
円
減
）と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
歳
入
で
は
投
資
的
経
費
に
伴
う
市
債
の

減
少
な
ど
、
歳
出
で
は
積
立
金
の
減
少
な
ど
が
主
な
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

255億143万円
（前年度 255億3,621万円）

　平成28年度の一般・特別・企業会計の
決算がまとまりましたので、その概要を
お知らせします。
（金額は千円以下を四捨五入しています）

一般・特別会計… 市役所財政課
　　　　　　　 　☎ 088・684・1221
企業会計………… 市企業局水道企画課 
　　　　　　　　 ☎ 088・685・3330

市
　
税

➡up

　
固
定
資
産
税
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
全
体
と

し
て
約
２
４
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税

➡up

　
臨
時
財
政
対
策
債
の
減
額
な
ど
に
伴
い
、
普

通
交
付
税
が
増
額
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前

年
度
か
ら
約
１
億
３
６
０
０
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。 歳

入
決
算
の
概
要

県
支
出
金

➡up

　
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
の
増
額
な

ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
約
３
億
４
２
０
０
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 （

注
２
）

一般会計

歳入総額

国
庫
支
出
金
➡
down

　
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

補
助
金
の
減
額
な
ど
に
伴

い
、
前
年
度
か
ら
約
２
億

７
６
０
０
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

（
注
１
）

決 算 報 告
平
成
28
年
度

問
い
合
わ
せ

市
　
債
➡
down

　
学
校
施
設
耐
震
化
事
業
に
係
る
教
育
債
の
減

額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
か
ら
約
３
億
２
３
０

０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

（
注
３
）
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黒
字
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た
形
式
収
支
は
、
８
億
４
５
４
５
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
基
金
や
市
債
を

活
用
し
収
支
を
保
っ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
状
況
と
い
え
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
は
、
一
般
会
計
の
主
な
使
い
道
と
、
特
別
・
企
業
会
計
の
詳
細
、 

健
全
化
判
断
比
率
で
見
る
本
市
の
財
政
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

246億
5,598万円31.1％ 58.0％

その
他
経
費

義 務
的
経
費

投資的経費
10.9％

人件費
47億8,152万円

（19.4％）

扶助費
58億9,890万円

（23.9％）

公債費
36億1,477万円

（14.7％）

普通建設事業費
26億7,739万円

（10.9%）

物件費
27億6,695万円

（11.2%）

積立金 
6億3,059万円

（2.5%）
補助費等
11億1,849万円

（4.5%）
維持補修費
2億6,648万円

（1.1%）

繰出金
29億89万円

（11.8%）

246億5,598万円
（前年度 246億6,762万円）

▼ 

国
庫
支
出
金（
注
１
）…
…

　
国
庫
補
助
金
・
国
庫
負
担
金
な
ど
国

が
使
途
を
特
定
し
て
交
付
す
る
資
金

▼ 

県
支
出
金（
注
２
）…
…
…

　
県
が
使
途
を
特
定
し
て
交
付
す
る
補

助
金
・
負
担
金
な
ど
の
資
金

▼ 

市
債（
注
３
）…
…
…
…
…

　
建
設
事
業
な
ど
に
充
て
る
た
め
の
借

入
金

▼ 

扶
助
費（
注
４
）…
…
…
…

　
生
活
保
護
費
や
福
祉
施
設
で
の
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
支
援
な
ど
に
必
要
な

費
用

▼ 

公
債
費（
注
５
）…
…
…
…

　
市
債
の
返
済
に
充
て
る
元
金
と
利
子

▼ 

普
通
建
設
事
業
費（
注
６
）…
…

　
道
路
整
備
や
施
設
建
設
な
ど
に
使
う

費
用

▼ 

物
件
費（
注
７
）…
…

　
人
件
費
、
扶
助
費
、
維
持
補
修
費
、

補
助
費
な
ど
を
除
い
た
、
消
費
的
な

性
質
を
持
っ
た
費
用

▼ 

補
助
費
等（
注
８
）…
…
…

　
他
の
地
方
公
共
団
体
や
民
間
に
対
し

て
交
付
さ
れ
る
現
金
的
給
付
に
係
る
費

用（
主
に
、
講
師
謝
金
な
ど
の
報
償
費
、

保
険
料
な
ど
の
役
務
費
、
負
担
金
・
補

助
金
お
よ
び
交
付
金
な
ど
）

人
件
費

➡up

　
退
職
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
退
職
金
が
約
１

億
８
５
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
、
人
件
費
全

体
で
は
、
約
１
億
２
１
０
０
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。 歳

出
決
算
の
概
要

一般会計

歳出総額

用

説
解
語

扶
助
費

➡up

　
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付

事
業
や
生
活
保
護
費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
扶

助
費
全
体
で
約
４
億
１
３
０
０
万
円
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

（
注
４
）

公
債
費

➡up

　
積
み
上
げ
に
よ
り
全
体
で
約
９
３
０
０
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 （

注
５
）

普
通
建
設
事
業
費
➡
down

　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
や
中
学
校

改
築
事
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
体
と
し
て
約

１
億
６
５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

（
注
６
）

物
件
費

➡up

　
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
事
業
の
増
額
な
ど

に
よ
り
、約
６
６
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

（
注
７
）

補
助
費
等

➡up

　
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
補
助
金
の
増
額

な
ど
に
よ
り
、
全
体
と
し
て
約
６
９
０
０
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 （

注
８
）
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　平成28年度は、新スタンド建設などに伴い休止していた
本場がリニューアルオープンし、ＳＧ・Ｇ1といった収益率の
高いレースを開催し売り上げを伸ばしたほか、施設の一部を 
市民などに開放するなど、積極的な事業の展開を図りました。
　年間開催日数は162日、有料入場人員は197,359人。　平成28年度の給水人口は58,917人、

給水量（有料分）は861万1,491㌧（前年
度比0.7％減）でした。

前年度比
舟 券 売 上 金 330億2,495万円 185.6％増
総  収  益  額 569億8,496万円 50.4％増
総  費  用  額 553億5,083万円 48.6％増
純  利  益  額 16億3,413万円

一般会計への繰出金 1億円 −

前年度比
総  収  益  額 11億3,150万円 7.6％減
総  費  用  額 11億4,473万円 3.4％増
純  損  失  額 1,323万円

◎水道事業

◎モーターボート競走事業

一般会計

企業会計

主な使い道

地方公共団体が運営する地方公営
企業（企業局分）における会計

▼  地域経済活性化推進（691万円）
▼ 移住交流支援（311万円）

▼ 企業誘致推進（3,739万円）

▼ 阿波おどり振興（1,312万円）

商工費
▼  消防車両等整備（6,982万円）

▼ 消防施設耐震化推進（4,209万円）

消防費

▼  ごみ減量対策（4,421万円）

▼ 母子保健（4,307万円）

▼ 救急医療対策（1,661万円）

▼ がん検診（1,932万円）

衛生費

▼  道路維持補修（8,674万円）

▼ 道路橋梁耐震化・長寿命化（1億8,491万円）

▼ 排水機場樋門整備（1億1,730万円）

土木費
▼  「ふるさと納税寄附金」等推進（8,019万円）

▼ ユネスコ記憶遺産登録推進（1,244万円）

▼ 鳴門駅周辺整備（4,457万円）

▼ 公共交通対策（1億3,520万円）

▼ 避難困難地域対策（1億6,505万円）

総務費

里浦南防災センター（津波避難複合施設）を整備した。

▼  地域生活支援（6,175万円）

▼ 生活保護費支給事務（14億7,580万円）

▼ 次世代育成支援対策施設整備（1億6,750万円）

▼ 放課後児童健全育成（9,373万円）

▼ 児童手当交付（8億2,909万円）

▼ 老人福祉センター耐震化（1億4,799万円）

民生費

耐震改修後、幅広い世代が利用できる「健康福祉交流セン
ター」の整備に向けた改造工事を行った。

▼  学校施設耐震化推進事業（5億3,881万円）

▼ 学校給食のセンター化事業（4億4,536万円）

▼ 一時預かり事業（3,083万円）

教育費

新給食センター（大津町備前島）の本体工事に着手した。

板東俘
ふ

虜
りょ

収容所の関係資料をユネスコの「世界の記憶」に
登録することを目指し、ドイツ館収蔵資料のデジタル化
などを行った。

▼  農業担い手育成対策（3,606万円）

▼ 多面的機能支払交付金（5,761万円）

▼ コウノトリブランド（328万円）

▼ 水産業ブランド推進（251万円）

農林水産費

産業振興、地域の活性化を目的に「鳴門市コウノトリブラン
ド認証制度」で使用するブランド名称およびロゴマークを公
募するとともに商標登録の出願を行った。
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市の財政状況を

チェック！

　平成28年度決算に基づく健全化判断比率について
は、早期健全化基準を下回っているものの、地方自治
体の財政構造の弾力性を示す指数として利用されてい
る経常収支比率は95.4％と、依然高い数値で推移して
おり、今後も扶助費や公債費、他会計繰出金などの増
大が見込まれることから、引き続き、人件費や扶助費な

どの経常的経費の抑制に努める必要があります。
　一方で、公共施設の耐震化や防災・減災対策事業
など、緊急性の高い課題に対しては早急に対応していか
なければならず、より一層厳しい財政運営が予想される
ことから、今後も全市を挙げた行財政改革に積極的に取
り組み、財政の健全化を図ります。

　右表の健全化判断比率のいずれかが早期健全化基準や財政再生基準を超えた場合、
財政健全化を図るための「財政健全化計画」あるいは「財政再生計画」を定めなければな
らず、また、一部の市債発行が制限されるようになります。
　本市の平成28年度決算における４指数
は、実質公債比率は昨年並、将来負担比
率は地方債現在高が減少しているものの、
財政調整基金および減債基金が減少して
いることから悪化しています。
　現時点では早期健全化団体の基準を下
回っているものの、今後も引き続き注視
する必要があります。

会計名 歳入総額 歳出総額 差引額

公設地方卸売
市 場 事 業 2,331万円 1,969万円 +362万円

住宅新築資金
等貸付事業 806万円 361万円 +445万円

光熱水費等
支　　　出

5億
1,726万円

5億
1,726万円 0万円

給与費等管理 52億
758万円

52億
758万円 0万円

公債費管理 39億
2,848万円

39億
2,848万円 0万円

※−％は黒字のため実質赤字・連結実質赤字比率がないことを表します。
　また、（）の数値は黒字の比率をマイナス表記で示しています。

健全化判断比率 実質赤字
比　　率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比　　　率

将来負担
比　　率

決
算
数
値

平成27年度 −%
（△４.21%）

−%
（△38.55%） 15.6% 109.2%

平成28年度 −%
（△3.81%）

−%
（△49.05%） 15.7% 115.8%

早期健全化基準 12.90% 17.90% 25.0% 350.0%

財政再生基準 20.00% 30.00% 35.0%

特別会計
一般会計と別に設けられ、独立
した経理管理が行なわれる会計

平成28年度決算に基づく健全化判断比率

各比率がこの２つの基準を上回った
場合、早期健全化団体や財政再生団
体となってしまいます。

積極的な行財政改革を続けます

（歳入−歳出）

【歳入総額】　91億3,912万円

 ▼  国民健康保険料………… 16億1,319万円（17.7％）

 ▼  一般会計からの繰入金… ５億9,859万円（6.5％）
【歳出総額】　88億5,128万円

 ▼  保険給付費……………… 51億5,337万円（58.2％）

▼国民健康保険事業…差引額  +２億8,784万円
【歳入総額】　９億4,203万円

 ▼  国庫支出金……………… １億6,681万円（17.7％）

 ▼  一般会計からの繰入金… ３億8,233万円（40.6％）
【歳出総額】　９億287万円

 ▼  建設費…………………… ４億4,301万円（49.1％）

▼公共下水道事業…差引額  +3,916万円

【歳入総額】　８億4,583万円

 ▼  後期高齢者医療保険料… ５億8,176万円（68.8％）

 ▼  一般会計からの繰入金… ２億4,296万円（28.7％）
【歳出総額】　８億2,177万円

 ▼  広域連合納付費………… ７億9,638万円（96.9％）

▼後期高齢者医療…差引額  +2,406万円

【歳入総額】　61億8,729万円

 ▼  介護保険料…………… 12億4,201万円（20.1％）

 ▼  一般会計からの繰入金… ８億8,772万円（14.3％）
【歳出総額】　60億3,345万円

 ▼  保険給付費……………… 55億8,910万円（92.6％）

▼介護保険事業…差引額  +１億5,384万円

介護
保険 下水道高齢者

医療国保

ムダを削り

必要なところへ

平成28年度 決算報告
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水
道
事
業
の
経
営
は
独
立
採
算
性

　
水
道
事
業
の
経
営
は
、
地
方
公
営

企
業
法
に
基
づ
き
、
経
営
に
必
要
な

費
用
は
、
市
へ
納
め
て
い
た
だ
く
税

金
で
は
な
く
、
使
用
水
量
に
応
じ
て

支
払
っ
て
い
た
だ
く
水
道
料
金
な
ど

の
収
入
で
賄
う「
独
立
採
算
制
」と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を

安
定
し
て
お
届
け
す
る
た
め
に
は
、

老
朽
化
し
た
水
道
管
や
浄
水
場
な
ど

の
水
道
施
設
の
整
備
を
欠
か
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ら
水
道
施
設
の
整
備
に
は
巨

額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
市
で
は
国
の
交
付
金
を
積
極
的

に
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
費
用

の
財
源
の
多
く
を
企
業
債（
国
か
ら

市
で
は
、
市
民
生
活
を
支
え
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
安
全
で

安
心
な
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
早
い
時
期
か
ら

水
道
の
普
及
・
発
展
に
努
め
、
現
在
、
水
道
普
及
率
は
99
・
９
％
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
浄
水
場
を
は
じ
め
と
す
る
水

道
施
設
の
多
く
が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
の
収
入
の
根

幹
で
あ
る
水
道
料
金
収
入（
給
水
収
益
）が
年
々
減
少
し
て
い
る
現
状
に
お
い

て
、
こ
の
ま
ま
で
は
水
道
事
業
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
回
は
給
水
収
益
か
ら
見
た
経
営
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 

市
企
業
局
水
道
企
画
課 

☎
０
８
８
・
６
８
５
・
３
３
３
０

「
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
水
道
水
が
出
る
生
活
」を

今
後
も
維
持
し
て
い
く
た
め
に
①

今
後
の
水
道
料
金
の
あ
り
方
を
検
討

の
借
入
金
）に
頼
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
水
道
料
金
な
ど
の
収
入
の
中
か

ら
、
元
金
に
利
息
を
つ
け
て
返
済
し

な
が
ら
水
道
事
業
の
運
営
に
努
め
て

い
ま
す
。

減
少
し
続
け
る
給
水
収
益

　
水
道
事
業
の
収
入
の
大
き
な
割
合

を
占
め
る
給
水
収
益
は
、
全
国
的
に

近
年
の
少
子
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴

う
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普
及
な

ど
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
市
の「
水
道
事
業
の
給
水
収
益（
下

図
）」の
平
成
８
年
度
以
降
の
給
水
収

益
を
見
る
と
、
平
成
10
年
度
を
ピ
ー

ク
に
平
成
13
年
度
以
降
は
前
年
度
比

平
均
約
１・８
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
は
、
隔
月
検
針
の
導

　
本
市
の
水
道
事
業
は
、
今
後
も
減

少
す
る
給
水
収
益
と
水
道
施
設
の
整

備
費
用
の
増
大
の
両
面
か
ら
、
さ
ら

に
厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
も
の
と

予
測
さ
れ
、経
営
改
善
を
進
め
て
も
、

な
お
不
足
す
る
施
設
の
更
新
費
用 

を
捻
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で「
経
営
戦
略
」の
投
資
・
財

政
収
支
見
通
し
の
中
で
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
の
10
年
間
の
計
画
を
立
て

る
上
で
累
積
欠
損
金
を
発
生
さ
せ
な

い
こ
と
を
前
提
に
し
た
場
合
、
純
損

失
が
発
生
す
る
翌
年
度
の
平
成
31
年

度
に
20
％
増
の
水
道
料
金
の
改
定
に

よ
る
収
支
改
善
が
必
要
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は「
経
営
戦
略
」の
収
支
均
衡

を
図
る
上
で
仮
定
し
た
料
金
改
定
で

す
が
、
近
い
将
来
に
増
額
改
定
は
避

け
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年

８
月
か
ら
学
識
経
験
者
や
水
道
利
用

者
の
代
表
、
公
募
市
民
で
構
成
す
る

「
水
道
事
業
審
議
会
」で
、
本
市
の
実

情
に
即
し
た
今
後
の
水
道
料
金
の
あ

り
方
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
ま
す
。

　
審
議
会
の
概
要
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
後
も
安
全
で
安
心
な

水
道
水
を
安
定
し
て
お
届
け
で
き
る

よ
う
に
経
営
改
善
に
努
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
水
道
事
業
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

1,500,000

1,400,000

1,300,000

1,200,000

1,100,000

1,000,000

900,000

(単位:千円)

H8 H10 H12 H14 H16 H18 H20 H22 H24 H26 H28

水道事業の給水収益 入
に
伴
い
、
決
算
上
11
カ
月
分
の
給

水
収
益
と
な
る
た
め
単
年
度
赤
字

（
純
損
失
）と
な
り
ま
し
た
。

経
営
改
善
へ
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
水
道
料
金
徴

収
・
検
針
業
務
な
ど
の
民
間
委
託
の

推
進
や
正
規
職
員
数
を
10
年
間
で
約

33
％
の
10
人
減
員
す
る
な
ど
の
人
件

費
の
削
減
、
水
道
料
金
の
収
納
率
向

上
な
ど
の
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
の
中
長
期
的
な

経
営
の
基
本
計
画「
経
営
戦
略
」を
平

成
28
年
３
月
に
策
定
し
、
平
成
28
年

度
に
は
毎
月
検
針
か
ら
隔
月
検
針
へ

変
更
す
る
な
ど
、
経
費
削
減
を
図
っ

て
い
ま
す
が
、
収
益
減
少
分
を
補
え

る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
経
費
削
減
や
収
益
向
上
に

努
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す

が
、
厳
し
い
経
営
状
況
に
対
す
る
抜

本
的
な
改
善
が
さ
ら
に
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

白熱した議論が行われている審議会



9 平成30年２月号

▼  市民提案型事業（団体が自由なテーマで企画提案）
【補助額】  補助対象経費の４分の３または30万円のい

ずれか低い額以内

▼   行政提案型事業（市が設定したテーマに 
対し、団体が企画提案）

【補助額】 補助対象経費の全額（50万円以内）
【テーマ】
① 「魅力ある『なると第九』を発信しよう！」
② 「鳴門の文化芸術活動を盛り上げよう！」
③ 「鳴門の観光資源をＰＲしよう！」
※ 「行政提案型事業部門」は、団体が持つ強みやノウ

ハウを生かしながら、市民と行政が協働で事業を
実施するものです。テーマの詳細は応募の手引き
をご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

まちづくり活動応援補助金

～市民の皆さんのまちづくり活動を応援します～

事業企画を

募集！

　市では、自治基本条例の理念である「市民が主役のまちづくり」の実現に向けて、市民の
皆さんの自発的なまちづくり活動を応援する公募提案型補助金「WeLoveなるとまちづく
り活動応援補助金」を設けています。平成30年度の事業企画を次のとおり募集します。

～ボートレース鳴門プレゼンツ～

応募部門

　市内に在住、在勤、在学する方を５人以上含む団
体で、市内に事業所があり、市内で主たる活動を行
う団体

対象団体

　２月28日(水)までに、持参または郵
送で下記まで応募書類を提出してく
ださい。書類審査や事業選考検討会
を経て、採択事業を決定します。

応募方法など

　団体が自ら企画・実施する地域課題などの解決に
つながる事業で、平成31年３月31日（日）までに完了
する事業

対象事業

　採択事業の選定に当たり、幅広い意見を参考にす
るため、事業選考検討会の選考委員を募集します。
検討会に出席し、応募団体からの事業説明を聞いた
上で、ご意見をいただきます。

【募集人数／任期】２人程度／２月28日（水）まで
【応募資格】２月１日（木）現在、市内に在住、在勤、

在学する18歳以上の方で、まちづくり活動に関心
を持ち、積極的にご意見やご提言をいただける方

【選考方法】申込書(志望動機)と作文の内容で選考
【応募方法】申込書に必要事項を記入の上、２月28日

(水)までに作文(400字程度、テーマ：「市民が主役
のまちづくり活動について」)を添えて、市民協働
推進課まで持参、郵送、またはメールで提出して
ください。

事業選考検討会の選考委員を募集

　書類審査を通過した団体は、事業
選考検討会で、公開による事業説明
を行っていただきます。
※詳細は個別に案内します。

【日　時】 ３月17日（土）
【場　所】 うずしお会館２階 第１会議室

事業選考検討会で事業説明を

問い合わせ、関係書類の配布・提出先

→市役所市民協働推進課へ☎
〒772･8501 撫養町南浜字東浜170番地
☎088・684・1189／FAX088・684・1336
Ｅメール：shiminkyodo@city.naruto.i-tokushima.jp

※ 詳しい内容は応募の手引きをご覧ください。応
募の手引きや応募書類などは同課や市役所本庁
１階案内で配布するほか、市公式ウェブサイト
からもダウンロードできます。

※ この募集は、平成30年度に速やかに事業を開始で
きるよう、事前に手続きを行うものです。関連予
算の成立が前提であり、内容などを変更する場合
があります。
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電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

市からのお知らせ
City_information

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
介

護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。
参
加
者
は
研
修
の

受
講
が
必
須
で
す
。
研
修
の
詳

細
は
次
の
と
お
り
。

【
日
　
時
】２
月
27
日（
火
）

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
５
時

【
場
　
所
】市
役
所
本
庁

　
　
　
　
１
階
会
議
室

【
対
　
象
】要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
市
内
在
住

の
65
歳
以
上
の
方
で
、
介
護

保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方

【
申
し
込
み
】研
修
前
日
ま
で
に
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
市
役
所

長
寿
介
護
課
へ
。

◆
研
修
後
の
流
れ

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
　

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

③
手
帳
に
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
う

④
申
請
に
よ
り
転
換
給
付
金
が

も
ら
え
る

※「
う
ず
と
く
商
品
券
」と
交
換

で
き
ま
す
。

【
活
動
内
容
】レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
指
導
、
参
加
支
援
、

食
事
づ
く
り
の
補
助
、
お
茶

出
し
や
食
堂
内
の
配
膳
・
下

膳
な
ど
の
補
助
、
散
歩
・
外

出
な
ど
の
補
助
ほ
か

【
活
動
場
所
】市
内
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施

設
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

高齢者の皆さん参加してみませんか
いきいき・なるとボランティアポイント事業

問 市役所長寿介護課 ☎684・1175 FAX684・1321

体をチェックし病気の予防・早期発見につなげよう
国民健康保険「人間ドック・脳ドック」募集

健診案内

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

を
対
象
に
、人
間
ド
ッ
ク・

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
者
を
募
集
し

ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
病
気

の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
１
年

に
１
度
は
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
募
集
期
間
】２
月
13
日（
火
）～

　
　
　
　
　
　
　
16
日（
金
）

【
対
象
者
】昭
和
19
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
生

ま
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
、
平
成
29
年

12
月
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

料
の
未
納
が
な
い
方

※
申
請
時
に
同
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
っ
て
も
、
健
診
日
ま

で
に
被
保
険
者
で
な
く
な
っ

た
場
合
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

【
自
己
負
担
額
】受
診
費
用
の
２

割（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

【
受
診
医
療
機
関
】徳
島
県
鳴
門

病
院
ま
た
は
兼
松
病
院

【
問
・
申
し
込
み
】被
保
険
者
証

を
持
参
の
上
、
市
役
所
保
険

課
へ
。

 問 市役所保険課 ☎684・1204

①
申
込
者
多
数
時
は
抽
選

し
、
結
果
を
４
月
上
旬

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ
ク

の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１ 

つ
の
み
受
診
で
き
ま
す
。

③
健
診
結
果
は
、
特
定
健

診
や
特
定
保
健
指
導
な

ど
、
健
康
増
進
の
た
め

の
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

　
申
込
者
の
う
ち
、
平
成

29
年
４
月
か
ら
12
月
に
市

健
康
増
進
課
が
実
施
し
た

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸

が
ん
の
検
診
を
全
て
受
診

済
み
の
方
を
優
先
的
に
当

選
者
と
し
ま
す
。

　
そ
の
後
、
優
先
当
選
者

を
除
く
方
で
抽
選
し
当
選

者
を
決
定
し
ま
す
。

　
受
診
医
療
機
関
は
調
整

す
る
た
め
、
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

脳
ド
ッ
ク
の

抽
選
方
法

注 

意 

事 

項

当選人が決定しました
鳴門市議会議員一般選挙繰上補充当選

問 市選挙管理委員会事務局 ☎684・1178

平
成
29
年
12
月
28
日
に 

川
田 

達
司
議
員
が
死

去
さ
れ
た
た
め
、
平
成
29
年

12
月
29
日
付
で
、
鳴
門
市
議

会
議
長
か
ら
、
鳴
門
市
選
挙

管
理
委
員
会
に
、
市
議
会
議

員
に
欠
員
が
生
じ
た
旨
の
通

知
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
30
年
1
月

11
日
に
繰
上
補
充
の
た
め
の
選

挙
会
を
開
き
、
平
成
29
年
11
月

26
日
執
行
の
鳴
門
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
で
、
公
職
選
挙
法
第

１
１
２
条
第
5
項
の
適
用
を
受

け
た
得
票
者
の
中
で
、
次
点
と

な
っ
て
い
た
高こ

う
ら
い麗 

裕ひ
ろ
ゆ
き之

氏
を
当

選
人
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
当
選
人（
敬
称
略
）

※ 

写
真
下
は
氏
名（
年
齢
）、
現

住
所
、
政
党
、
前
元
新
別
、

当
選
回
数（
丸
数
字
）、
得
票

数
で
す
。

高
こ う ら い

麗 裕
ひ ろ ゆ き

之（40）
鳴門町高島
無新①443票
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郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

【
業
務
内
容
／
応
募
資
格
】市
役

所
、
市
の
出
先
機
関
で
の
事

務
補
助
・
窓
口
業
務
な
ど
／
パ

ソ
コ
ン
の
入
力
操
作
が
で
き
る

方
で
、
普
通
自
動
車
免
許（
Ａ

Ｔ
限
定
可
）を
持
つ
方

【
雇
用
期
間
】平
成
30
年
度
中
の
６

カ
月
以
内（
更
新
の
場
合
あ
り
）

【
選
　
考
】２
月
10
日（
土
）に
事

務
能
力
・
面
接
審
査

【
問
・
申
し
込
み
】市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
２
月
７
日（
水
：
必

着
）ま
で
に
、
市
役
所
人
事
課

へ
。
郵
送
の
場
合
は
、
82
円

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

市役所で働いてみませんか
一般事務 臨時職員募集（40人程度）

問 市役所人事課 ☎684・1122
【
募
集
人
員
】14
人

【
業
務
内
容
】学
校
環
境
整
備
、
学

校
給
食
配
膳
お
よ
び
そ
の
他

の
業
務

【
応
募
資
格
】普
通
自
動
車
免
許

（
Ａ
Ｔ
限
定
可
）を
持
つ
方

【
雇
用
期
間
】４
月
か
ら
６
カ
月
以

内（
更
新
の
場
合
あ
り
）

【
選
　
考
】２
月
22
日（
木
）に
面
接

審
査

【
問
・
申
し
込
み
】市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
２
月
16
日（
金
）ま

で
に
市
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
へ
必
ず
持
参
し
て
く
だ 

さ
い
。

※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

 問 市教育委員会教育総務課 ☎686・8801 

子どもたちの成長を見守りませんか
臨時学校用務員募集

以前、クレヨンや絵の具、色鉛筆の色に「肌色」
という呼び名がありました。使う側も何の疑

問も持たず、日本人の皮膚の色をイメージする色と
して「肌色」という呼び名を使っていました。
　しかし、世界には、いろんな肌の色をした人がい
て、日本人の肌の色も一人ひとりみんな違っていま
す。こうしたことから、今では、
人権の視点から「うすだいだ
い」、「ライトオレンジ」、「ペー
ルオレンジ」などに呼び名が変
更されています。
　現代社会は、国際化が進展し、多くの外国人が日
本で暮らしています。世界には、多様な言語、文化、
習慣があり、肌の色が一人ひとり違うように、もの
ごとの価値観や考え方もそれぞれ違っています。そ
うした「違い」を私たちは認め合うことができている
でしょうか。無理解や偏見によって、外国人が不当
な扱いを受けるといった問題が今なお起こっています。
　偏見や差別のない社会の実現に向けて、同じ地域

に暮らす人間として、多様な文化や習慣などの違い
を互いに理解し、認め合って、互いの人権を尊重し
ていくことが大切です。

問 市教育委員会生涯学習人権課 ☎686・8803
　 市役所人権推進課　　　　　 ☎684・1148

「当たり前と思っていることに
  疑問を持つことが差別解消への第一歩！」②

私たちの私たちの

　市教育委員会生涯学習人権課では、人権啓
発のDVDなどを貸し出しています。
　また、地域やグループなどで人権問題の学
習をする際には、講師を派遣していますので、
お気軽にご相談ください。

人権問題を正しく知り学びましょう
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市からのお知らせ
City_information

瀬
戸
小
学
校
は
平
成
29
年
度

末
を
も
っ
て
休
校
し
ま

す
。
ま
た
、
瀬
戸
幼
稚
園
は
平

成
25
年
度
末
で
休
園
と
な
っ
て

い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
休

園
休
校
式
を
次
の
日
程
で
行
い

ま
す
の
で
、
卒
業
生
や
元
教
職

員
、
地
域
の
関
係
者
を
は
じ
め

多
数
の
方
々
の
ご
出
席
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
　
時
】３
月
17
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
11
時
20
分

【
場
　
所
】瀬
戸
小
学
校
体
育
館

※
駐
車
場
は
同
校
運
動
場（
で

き
る
だ
け
徒
歩
ま
た
は
公
共

交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。）

※
市
外
在
住
の
卒
業
生
の
皆
さ

ん
へ
の
休
園
休
校
式
の
周
知

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
記
念
誌
に
つ
い
て

◇
校
区
内
の
卒
業
生
の
ご
家
庭

に
は
、
自
治
振
興
会
を
通
じ

て
各
戸
１
冊
配
布
し
ま
す
。

◇
式
典
に
出
席
さ
れ
た
校
区
外

在
住
の
卒
業
生
の
方
に
は
、

式
典
当
日
に
お
渡
し
し
ま
す
。

◇
式
典
に
出
席
で
き
な
い
校
区

外
在
住
の
卒
業
生
の
方
で
配

布
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

休
園
休
校
式
以
降
に
市
教
育

委
員
会
学
校
教
育
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
配 

布
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

思い出の学び舎にお越しください
瀬戸幼稚園・小学校休園休校式

 問 市教育委員会学校教育課 ☎686・8802

小学校の夏休みが短縮に
平成30年度から実施します

問 市教育委員会学校教育課 ☎686・8802

平
成
32
年
度
か
ら
本
格
実
施

さ
れ
る
小
学
校
の
新
学
習

指
導
要
領
で
は
、
年
間
の
授
業

時
数
が
35
時
間
増
え
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
の
小

学
校
で
は
、
平
成
29
年
度
中
に

全
普
通
教
室
に
空
調
設
備
が
整

備
さ
れ
、
夏
場
に
お
け
る
学
習

環
境
が
整
う
こ
と
か
ら
、
新
学

習
指
導
要
領
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
児
童
の
学
力
向
上
を
図

る
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
小

学
校
の
夏
休
み
を
左
記
の
と
お

り
１
週
間
短
縮
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

○
夏
休
み
期
間

　
７
月
21
日
～
８
月
24
日

※
平
成
30
年
度
は
８
月
25
日
が

土
曜
日
の
た
め
、
27
日（
月
）

か
ら
１
学
期
後
半
が
始
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
も 

27
日（
月
）か
ら
実
施
し
ま
す
。

コミュニティ助成事業で防災資機材の整備ほか
防災・災害対策への取り組み

防災対策

 問 市役所危機管理課 ☎684・1711

防 

災 

ト 

ピ 

ッ 

ク 

ス

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
で
防
災
資
機
材
の
整
備

　
堀
江
地
区
自
主
防
災
会
連
合

会
で
は
、
こ
の
た
び
、
宝
く
じ

の
収
益
金
を
活
用
し
た（
一
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
を
受

け
、
救
助
ボ
ー
ト
や
災
害
救
助

工
具
セ
ッ
ト
な
ど
の
自
主
防
災

活
動
に
必
要
な
防
災
資
機
材
を

整
備
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
整
備
し
た
防
災
資
機

材
を
使
っ
た
防
災
訓
練
の
実
施

な
ど
、
よ
り
一
層
の
自
主
防
災

活
動
の
充
実
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

◆「
徳
島
県
版
タ
ウ
ン
ペ
ー

　
ジ
」「
徳
島
県
北
西
部
防
災

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」贈
呈
式

　
12
月
15
日
、「
徳
島
県
版
タ
ウ

ン
ペ
ー
ジ
」「
徳
島
県
北
西
部
防

災
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
」の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
徳
島
県
北
西
部
防
災
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
」は
、
徳
島
県
北
西
部
に

お
け
る
避
難
場
所
や
公
衆
電
話

の
情
報
、
災
害
の
備
え
・
対
処

の
方
法
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
両
冊
子
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
株
式
会
社
か

ら
市
内
全
戸
へ
無
料
配
布
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
徳
島
弁
護
士
会
と
災
害
時

　
応
援
協
定
の
締
結
を
行
い

　
ま
し
た

　
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
、
市
内
の
避
難
所
な
ど
に
無

料
の
法
律
相
談
の
場
を
設
け
、

被
災
者
の
法
的
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
こ
と
を
定
め
た
協
定
を
１

月
10
日
、
徳
島
弁
護
士
会
と
締

結
し
ま
し
た
。



住民税の申告は忘れずお早めに
申告期間は２月16日（金）から3月15日（木）まで

住民税の申告

郵送先住所の記載がない場合、住所は「〒772・8501 撫養町南浜字東浜170」です。

問 市役所税務課市民税担当  ☎684・1129

　次のいずれかに該当する方は、確定申告の必要がな
くても、住民税の申告をしなければなりません。

◦平成30年１月１日現在で本市に居住している方のう
ち、平成29年中に営業、農漁業、利子、配当、不動産、
譲渡、一時、雑所得があった方

◦給与所得者で次のいずれかに該当する方
①農漁業、不動産、配当所得など給

与以外の所得があった方
②年末調整を受けていない、または

年末調整後、内容に変更がある方

◆ 住民税の申告が必要な方

◦印鑑

◦源泉徴収票原本または支払調書（給与、
公的年金、個人年金、報酬など）

◦満期保険金など一時金の支払い内訳書

◦営業所得や農業所得、不動産所得などがある場合、
収入や経費が分かる明細書、領収書およびそれらを
基に作成した収支内訳書

◆ 申告に必要なもの

　平成29年分の申告から医療費の領収書などの代わり
に医療費控除の明細書または医療保険者などの医療費
通知書（医療費のお知らせ）を添付していただくことにな
りました。（３年間は従来どおりの方法で控除できます）
　また、「セルフメディケーション税制」が始まり、定
期健康診断、予防接種など一定の取り組みを行ってい
る人で、対象となる市販薬の購入額が年間12,000円を
超えている場合は、申告することで控除が受けられま
す。この控除は従来の医療費控除とあわせて受けるこ
とはできません。詳しくは市役所税務課へ。

◆ 医療費控除の変更点について

◦社会保険料控除 … 申告者および生計を共にする配偶
　者や親族に係る保険料（国保料、国民年金保険料、任
　意継続保険料など）の納付・控除証明書または領収書

◦生命保険料控除 … 申告者および扶養家族名義の一
　般生命保険・個人年金保険・介護医療保険支払証明書

◦地震保険料控除 … 地震保険料および旧長期損害保
　険料支払証明書

◦寄付金控除 … 受領書または証明書

◦障害者控除 … 障害者手帳や療育手帳、市役所長寿
　介護課発行の障害者控除対象者認定書など

◆ 各種控除を受ける場合の必要書類

平成29年中（平成29年１月１日～12月31日）の所得の申告時期となりました。申告は平成30年度の住民税
の課税のほか、各種保険料や保育料などの算定基礎にもなる非常に重要なものです。

市役所税務課
（本庁舎２階）

２月16日(金）～３月15日（木）
※土・日曜日を除く。

新鳴門漁協（午前）
室撫佐漁協（午後） ２月19日（月）

北 泊 漁 協 ２月20日（火）
鳴門公民館 ２月21日（水）
堀江公民館 ２月22日（木）、23日（金）

人権福祉センター ２月23日（金） 午後６時～
板東公民館 ２月26日（月）、 27日（火）
瀬戸公民館 ２月28日（水）、３月１日（木）

里浦漁協（本所） ３月２日（金）
大毛集会所 ３月５日（月）、 ６日（火）
北灘公民館 ３月７日（水）、８日（木）

※申告会場での混雑緩和のために、次の点にご協力を
　お願いします。

◦農漁業などの所得のある方は、「収支内訳表」の作成

◦医療費控除のある方は、名前ごとの領収書金額の合計

受付時間：午前９時30分～午後４時
住民税の申告・相談日程

　軽自動車税は４月１日の時点で課税台帳に登載
されている軽自動車・原動機付自転車などの所有
者に課税されます。
　使用不能状態の車や盗難などで紛失した車は廃
車手続きを、また、車を譲った場合は名義変更手
続きを３月30日（金）までに済ませてください。
　混雑緩和のため、早めの手続きにご協力をお願
いします。

軽自動車・原付の廃車手続きは
３月30日（金）までに！

　社会保障・税番号制度の導入に伴い、マイナンバー
の通知カード（マイナンバー記載のある住民票の写し
も可）と本人確認書類（運転免許証、保険証など）が必
要となります。
※ マイナンバーカードをお持ちの方は、

同カードのみで申告可。

◆ マイナンバーの記載が必要です

13 平成30年２月号
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生
活・暮
ら
し

お
ゆ
ず
り
し
ま
す 

※
無
料

◆
座
布
団
10
枚

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
24
イ
ン
チ
自
転
車

◆
ベ
ビ
ー
ベッ
ド

問 
市
消
費
者
協
会
☎
６
８
６･

３
７
７
６

市
民
課（
土
曜
日
）開
庁
日

　
３
月
３
日（
土
）は
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
０
時
30
分
ま
で
、
同
課
窓

口
を
開
庁
し
ま
す
。
た
だ
し
、
住
所

の
異
動
手
続
き
は
で
き
ま
せ
ん
。

問 

同
課 

☎
６
８
４・１
１
３
５

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助

【
対
象
／
募
集
台
数
】今
ま
で
補
助
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
世
帯
。
ま
た
は

補
助
を
受
け
て
か
ら
５
年
以
上
経
過

し
て
い
る
世
帯
／
20
基（
先
着
順
）

【
補
助
費
】購
入
金
額
の
２
分
の
１

上
、納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

お
得
な
早
割
制
度
も
あ
り
、
当
月
分

の
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す

れ
ば
、
月
50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
高

い
６
ヵ
月
前
納
・
１
年
前
納
・
２
年

前
納
も
あ
り
、
大
変
お
得
で
す
。

　
な
お
、
４
月
分
か
ら
の
口
座
振
替

に
よ
る
早
割
制
度
を
希
望
の
方
は
、

２
月
末
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

問 
徳
島
北
年
金
事
務
所

　☎
６
５
５･

０
２
０
０

問 
市
役
所
市
民
課
年
金
担
当

　☎
６
８
４･

１
１
３
８

今
月
の
納
期

国
民
健
康
保
険
料（
９
期
）、

介
護
保
険
料（
９
期
）、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
７
期
）

　
２
月
28
日（
水
）ま
で
に
市
役
所
保

険
課
ま
た
は
指
定
金
融
機
関
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

講
座・教
室・試
験
な
ど

小
川
病
院 
糖
尿
病
・
物
忘
れ
教
室

【
日
時
】２
月
16
日（
金
）

　
　
　
午
後
４
時
～
５
時

【
場
所
】同
病
院
６
階
会
議
室

【
内
容
】「
糖
尿
病
と
高
血
圧
」を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
と
認
知
症
予
防
を

目
的
と
し
た
簡
易
な
運
動
。

【
講
師
】糖
尿
病
専
門
医 

上
田 

圭
介 

氏

問 
同
病
院 

☎
６
８
６･

２
３
２
２

　 （
上
限
２
万
円
）

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
廃
棄
物

　 

対
策
課 

☎
６
８
３･

７
５
７
３

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
案
内

　
10
日（
土
）は
午
前
８
時
30
分
か
ら

正
午
ま
で
、
ご
み
の
持
ち
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。
12
日（
月
・
祝
）は
休

業
し
ま
す
。

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　 

☎
６
８
３･

７
５
７
０

フ
ロ
ン
排
出
抑
制
・
削
減
に
協
力
を

　
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
冷
媒
に
使
用
さ
れ
る

フ
ロ
ン
類
は
地
球
温
暖
化
へ
の
影
響
が

大
き
い
温
室
効
果
ガ
ス
で
す
。
フ
ロ
ン

類
の
適
切
な
処
理
や
ノ
ン
フ
ロ
ン
製
品

を
購
入
す
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問 

市
環
境
政
策
課

　 

☎
６
８
３･

７
５
７
１

造
林
用
苗
木
を
あ
っ
せ
ん
し
ま
す

【
種
類
】

　
①
ス
ギ
　
＝
８
３・３
円

　
②
ヒ
ノ
キ
＝
９
０
円

　
③
ク
ヌ
ギ
＝
７
９・２
円

※
各
種
類
30
本
以
上
か
ら
。

【
問
・
申
し
込
み
】２
月
13
日（
火
）ま

　
で
に
市
役
所
農
林
水
産
課（
☎
６

　
８
４・１
１
５
４
）へ
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得
！

　
口
座
振
替
に
す
れ
ば
保
険
料
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金

融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る

兼
松
病
院
　
健
康
教
室

【
日
時
】２
月
23
日（
金
）午
後
３
時
～

【
場
所
】同
病
院
４
階
デ
イ
ル
ー
ム

【
内
容
】糖
尿
病
の
運
動
療
法

【
講
師
】作
業
療
法
士 

野
尻 

裕 

氏

問 
同
病
院 

☎
６
８
５・４
５
３
７

子
ど
も
の
ま
ち
づ
く
り
指
導
者
養

成
講
座「
強
い
歯
に
な
ろ
う
!!
～
子

ど
も
と
大
人
の
お
口
の
ケ
ア
～
」

【
日
時
】２
月
11
日（
日
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館（
旧
老

　
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）３
階
大
会
議
室

【
対
象
／
定
員
】 

親
子
15
組
程
度
／

　
50
人（
先
着
順
）

※
大
人
の
み
の
個
人
参
加
も
可
。

【
講
師
】秋
田
歯
科
医
院 

秋
田 

豊
仁 

氏

【
準
備
物
】 

愛
用
の
歯
ブ
ラ
シ
、手
鏡
、

飲
み
物（
水
ま
た
は
無
糖
の
お
茶
）

【
問
・
申
し
込
み
】 

２
月
９
日（
金
）

ま
で
に
市
役
所
子
ど
も
い
き
い

き
課
で
配
布
す
る
参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
持

参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
同
課（
☎
６
８
４・
１
２
２
５ 

FAX
６
８
４・
１
３
３
７
、
Ｅ
メ
ー

ル
：kodom

oikiiki@
city.nar

　uto.i-tokushim
a.jp

）へ
。

元
気
に
な
ろ
う
会

　
呼
吸
法
や
気
功
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】2
月
23
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】里
浦
公
民
館
２
階
和
室

問 
葵
☎
０
８
０・３
１
６
８・４
４
９
３

生
活
・
暮
ら
し

団 地 名 階 家賃（所得に応じて）構 造 間 取 り 

桑島第２Ａ １ 15,400～22,900円 ５階建 3DK・54．3㎡
高 島 Ａ ３ 25,000～37,200円 ４階建 3DK・66．0㎡
矢 倉 Ｅ １ 11,500～17,100円 ４階建 3DK・44．0㎡
矢 倉 Ｈ ２ 6,900～10,300円 ４階建 2DK・30．7㎡

※入居は４月１日（日）からです。
※矢倉Ｅ・Ｈには駐車場がありません。

▼  申し込みの際に、マイナンバーを利用する場合は、
マイナンバー通知カードと本人確認書類を持参して
ください。マイナンバーの利用方法や入居資格など、
詳しくは市役所まちづくり課（☎684・1162）へお問
い合わせください。

市営住宅の入居者募集 受付日：２月５日（月）、６日（火）　抽選日：２月９日（金）

● 費用などの記載がない場合、無料です。 14平成30年２月号



● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

　
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号

を
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
人

権
課
内 

市
青
年
連
合
会
事
務
局

（
〒
７
７
２・
０
０
０
３ 

撫
養
町

南
浜
字
東
浜
31

−

36 

☎
６
８
６･

　
８
８
０
７  

FAX
６
８
６
・
８
０
０

　
５
）へ
。

募
　
集

な
り
ま
せ
ん
か「
自
衛
官
」

【
種
目
・
資
格
】

①
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）＝
18
歳
以

上
27
歳
未
満

②
医
科
・
歯
科
幹
部
＝
医
師
・
歯
科

医
師
の
免
許
取
得
者

③
予
備
自
衛
官
補（
一
般
）＝
18
歳
以

上
34
歳
未
満

④
予
備
自
衛
官
補（
技
能
）＝
18
歳
以

上
で
国
家
免
許
資
格
な
ど
を
有

す
る
方

※
技
術
区
分
に
よ
り
年
齢
の
上
限
が

異
な
り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】①
随
時
受
付
中
、
②
２

月
上
旬
～
４
月
中
旬
、
③
・
④
４

月
６
日（
金
）ま
で

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
自
衛
隊
鳴
門
地
域
事
務
所

　 

☎
６
８
５･

５
３
０
６

あ
な
た
に
素
敵
な
出
会
い
を
！

　
県
で
は
、
独
身
の
方
に
新
た
な
出

会
い
の
場
を
提
供
す
る
、
と
く
し
ま

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
マ

リ
ッ
サ
と
く
し
ま
）を
開
設
し
て
い

ま
す
。
マ
ッ
チ
ン
グ
会
員
に
登
録
し

た
後
、
お
相
手
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
情

報
を
検
索
し
、
気
に
な
る
お
相
手
へ

お
引
き
合
わ
せ
を
申
し
込
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
対
象
】結
婚
を
希
望
す
る
20
歳
以
上

の
独
身
の
方

【
費
用
】１
万
円（
２
年
間
の
マ
ッ
チ

ン
グ
会
員
登
録
料
）

問 
同
セ
ン
タ
ー
☎
６
５
６･

１
０
０
２

催
し・イ
ベ
ン
ト

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

■
本
場
開
催

●
ス
カ
パ
ー
！
第
18
回
Ｊ
Ｌ
Ｃ
杯
競
走

　
２
月
11
日（
日
）～
16
日（
金
）

●
な
る
ち
ゃ
ん
バ
ー
ス
デ
ー
２
周
年

記
念
競
走

　
２
月
24
日（
土
）～
28
日（
水
）

●
鳴
門
天
然
温
泉
あ
ら
た
え
の
湯

　
な
る
み
丸
カ
ッ
プ
競
走

　
３
月
３
日（
土
）～
７
日（
水
）

問 

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　 

☎
６
８
５・８
１
１
１

無料相談
行政相談 日時  ２月９日（金） 13：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室  担当：山田　
問 市役所秘書広報課 ☎684・1118
人権相談 日時  ２月16日（金） 13：30～16：30
場所  市役所本庁１階市民相談室
※上記の時間帯に電話相談も行います。
問 市役所人権推進課 ☎684・1423
成年後見制度相談 ※原則予約
日時  ２月21日（水） 13：30～15：30
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 市役所長寿介護課 ☎684・1175
成年後見・相続・遺言の相談 日時  ２月９日（金）
　13：00～15：00 場所  斎田公民館（鳴門高校裏）
問 コスモス成年後見サポートセンター ☎679・4440
女性相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：00～17：00
場所  女性子ども支援センター
問 「ぱぁとなー」 ☎684・1413、☎684・1408
心配ごと相談 日時  毎金曜（休日除く） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）　
　 　２階 市社会福祉協議会相談室
問 市社会福祉協議会 ☎685・7170
職業相談 日時  ２月７日（水） 13：30～14：30
場所  市川崎会館１階相談室
問 ハローワーク鳴門 ☎685・2270
身体障害者相談 日時  月～金曜（休日除く）  9：30～
　12：00 場所  市身体障害者会館
問 同館 ☎686・4144
NPO相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：00～17：00
場所  市役所市民協働推進課
問 同課 ☎684・1200
消費生活相談 日時  月～金曜（休日除く） 9：30～
　15：30  場所  消費生活センター
問 同センター ☎686・3776
法務相談※要予約 
日時  ２月19日（月）15：00～17：00
場所  市消防本部３階会議室
内容  くらしの法務相談全般
問 四国市民法務サポート 森江 ☎080・4138・5462
　 Ｅメール：daizo-3@nifty.com 
年金相談 ※要予約
日時  ２月15日（木） 10：00～15：00
場所  市役所本庁１階第１会議室
問 街角の年金相談センター徳島 ☎657・3081
若者の就労相談会 ※要予約
日時  ２月６日、20日、27日（各火曜日）、14日（水） 
       13：00～17：00
場所  市役所本庁舎周辺（予約時に要確認）
問 とくしま地域若者サポートステーション 
     ☎602・0553
もの忘れ相談 
日時  ２月28日（水） 14：00～16：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 基幹型地域包括支援センター  ☎615･1417
介護者家族の会による相談
日時  ２月13日、27日（各火曜日） 10：00～15：00
場所  鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）　
　　 ２階 市社会福祉協議会相談室
問 基幹型地域包括支援センター ☎615･1417
不動産相談 日時  ２月20日（火） 10：00～12：00
場所  市役所本庁１階市民相談室
問 徳島県宅地建物取引業協会 ☎625・0318

鳴
門
病
院
　
糖
尿
病
教
室

【
日
時
】2
月
13
日
、
27
日（
各
火
曜

日
）午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】同
病
院
３
階
大
会
議
室

【
内
容
】13
日
：
食
品
交
換
表
の
利
用

方
法
、
低
血
糖
・
シ
ッ
ク
デ
イ
、

検
尿
と
自
己
血
糖
測
定

　
27
日
：
糖
尿
病
の
合
併
症
、
薬
、

歯
周
病
、
ま
と
め
と
質
疑
応
答

※
費
用
は
要
問
い
合
わ
せ
。

問 
同
病
院 

☎
６
８
３・０
０
１
１

花
見
に
最
適
！
ワ
ン
コ
イ
ン
弁
当
教
室

【
日
時
】３
月
17
日（
土
）

 

　
　  

午
前
10
時
～
正
午

※
受
付
は
午
前
９
時
30
分
開
始
。

【
場
所
／
定
員
】鳴
門
公
民
館
／
15
人

【
費
用
／
準
備
物
】５
０
０
円
／
弁
当

箱
、
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル

【
問
・
申
し
込
み
】３
月
９
日（
金
）ま

　
で
に
は
が
き
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

　元プロ野球選手の同氏が「夢は超えられる」をテーマ
に講演を行うほか、記念撮影の時間も設けています。

【日時】 ３月４日（日） 午前10時30分～正午
【場所】 うずしお会館２階第１会議室　
【問・申し込み】 ２月14日（水）までに参加希望者の氏名を

電話またはファクスで市教育委員会体育振興室（☎686・
8804　FAX 686・8005）へ。

鳴門市スポーツアドバイザー里崎 智也 氏の講演会

15 平成30年２月号



● 費用などの記載がない場合、無料です。

【
場
所
】 ボ
ー
ト
レ
ー
ス
鳴
門

　
　
　
特
別
観
覧
施
設
Ｒ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

【
対
象
】20
歳
代
か
ら
40
歳
代
ま
で
の

独
身
男
女（
先
着
各
15
人
）

【
費
用
】２
５
０
０
円（
ラ
ン
チ
代
な
ど
）

※
鳴
門
市
民
は
５
０
０
円
引
き
。

【
問
・
申
し
込
み
】２
月
９
日（
金
）ま
で

に
件
名
に「
鳴
門
婚
活
」、
本
文
に
氏

名
、
生
ま
れ
年
、
住
所
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
メ
ー
ル
で
マ
マ
の
働
き

方
応
援
隊
徳
島
校
鳴
門
学
級
代
表

惣
田（
Ｅ
メ
ー
ル
： m

am
ahata 

_naruto@
yahoo.co.jp

）へ
。

問
惣
田 

☎
０
８
０・３
１
６
５・４
７
７
９

「
近
藤 

幸
」展

　
繊
細
に
表
現
し
た
版
画
展
。

【
日
時
】２
月
６
日（
火
）～
25
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

※
月
曜
日
は
休
館
。

【
場
所
】カ
フ
ェ
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
ズ

問 

渡
辺 

☎
６
８
７・０
９
３
３

講
演「
障
が
い
者
な
ど
の
権
利
擁

護
に
つ
い
て
当
事
者
と
考
え
る
」

【
日
時
】２
月
25
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

※
受
付
は
午
前
９
時
30
分
開
始
。

【
場
所
】う
ず
し
お
会
館
２
階 

第
１

　
　
　
会
議
室

【
講
師
】Ｐ
Ａ
Ｓ
ネ
ッ
ト
権
利
擁
護
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
理
事
長

　
上
田 

晴
男 

氏

問 
愛
育
会
地
域
生
活
総
合
支
援
セ

　
ン
タ
ー 

☎
０
８
０･

６
３
７
４
・

　
７
８
３
０

う
き
う
き
！
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ
！

　
ア
ー
ト
と
出
合
い
表
現
す
る
楽
し

さ
を
体
感
で
き
ま
す
。

【
日
時
】３
月
３
日（
土
）

　
　
　
正
午
～
午
後
４
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
教
育
大
学 

地
域
連
携

　
セ
ン
タ
ー
１
階
多
目
的
教
室

【
講
師
】山
田 

芳
明 

同
大
学
准
教
授

【
対
象
／
定
員
】小
学
１
年
生
～
６
年

生
／
30
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】水
筒
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

【
問
・
申
し
込
み
】２
月
13
日（
火
）

か
ら
15
日（
木
）ま
で
に
市
役
所
子

　
ど
も
い
き
い
き
課（
☎
６
８
４･

１

　
２
２
５ 
FAX
６
８
４・１
３
３
６
）へ
。

賀
川
豊
彦
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト

　
両
イ
ベ
ン
ト
は
同
館
で
開
催
し
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同

館（
☎
６
８
９・５
０
５
０
）へ
。

■
国
際
交
流
集
会

「
賀
川
豊
彦
と
韓
国
と
の
関
わ
り
」　

【
日
時
】２
月
18
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
講
師
】李り 

善そ
ん

惠へ 

氏

【
費
用
】２
０
０
円

■
賀
川
豊
彦
学
習
講
座

「
賀
川
豊
彦
と
新
渡
戸
稲
造
」

【
日
時
】２
月
24
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

【
講
師
】同
館
長 

岡
田 

健
一 

氏

【
費
用
】２
０
０
円

赤
ち
ゃ
ん
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
婚
活

【
日
時
】 ２
月
24
日（
土
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
30
分

催
し・イ
ベ
ン
ト

堀
江
公
民
館
ま
つ
り

【
日
時
】２
月
11
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

【
場
所
】同
館

【
内
容
】社
交
ダ
ン
ス
や
日
本
舞
踊
、

太
極
拳
の
披
露
、大
正
琴
の
演
奏
、

幼
稚
園
児
の「
第
九
」の
合
唱
な
ど

問 
同
館 

☎
６
８
９･

０
０
４
０

第
18
回
藤
岡
明
美
さ
ん
と

卓
球
を
楽
し
む
大
会

【
日
時
】３
月
３
日（
土
）午
前
９
時
～

【
場
所
】市
民
会
館

【
準
備
物
】ラ
ケ
ッ
ト
、
運
動
服
、
体

　
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
昼
食
な
ど

【
費
用
】１
チ
ー
ム
３
０
０
円（
参
加
費
）

【
問･

申
し
込
み
】２
月
17
日（
土
）ま
で

に
榎
並（
☎
６
２
５･

３
１
２
８
）へ
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
研
修「
健
康
体
操
」

　
簡
単
な
楽
し
い
体
操
で
、
体
の
中

か
ら
笑
っ
て
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

【
日
時
】２
月
16
日（
金
）

　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

【
場
所
】鳴
門
ふ
れ
あ
い
健
康
館（
旧
老

　
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）２
階
軽
運
動
場

【
講
師
】健
康
管
理
士 

橋
本 

博
美 

氏

【
準
備
物
】飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
5
本

指
靴
下

【
問
・
申
し
込
み
】２
月
９
日（
金
）ま

で
に
同
館
内
１
階 

鳴
門
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー（
☎

６
８
３・０
７
８
８
）へ
。

第30期 鳴門うずしお大使 募集
　鳴門の特産品や観光地を県内外に
PRする大使を募集します。選出され
た方には、賞状と賞金10万円のほか
多数の副賞を贈呈します。

【募集人員】 ２人
【任期】 平成30年４月１日から２年間
【応募資格】 県内在住の満18歳以上の方（４月１日時
　点）で、うずしお大使として観光行事に参加でき、
　芸能プロダクションなどと専属契約のない方（性
　別不問）

【応募方法】 市役所本庁１階案内や（一社）市うずし
お観光協会事務局で配布の応募用紙に、必要事項
を記入し、写真１枚（カラー・正面写真）を添えて、
３月５日（月）必着で同観光協会事務局へ。自薦他
薦は問いません。

【選考方法】 ①書類審査②面接審査（３月下旬予定）
【問･申し込み】 同観光協会事務局 （〒772・0003 撫養
　町南浜字東浜165-10 ☎684・1731 FAX684・1732）へ。

第17回 阿波えらいやっちゃ
ツーデーウオーク

【日時】 ４月14日（土）、15日（日）
【集合場所】 市民会館
【出発時間】 
14日（土） 15日（日）
35㌔、30㌔…午前７時30分 30㌔…午前７時30分
20㌔…午前８時30分 20㌔…午前８時30分
13㌔、５㌔…午前９時30分 10㌔、５㌔…午前９時30分

【参加資格】 所定のコースを歩ける方
※小学生以下は保護者同伴が必須。

【費　　用】 一般1,700円、中高生1,000円
※１日のみの参加でも同額。小学生以下は無料。

【申し込み】 ３月31日（土）までに市役所本庁１階
　案内で配布の申込用紙で、郵便振込もしくは、
「スポーツエントリー」のインターネットサイト
でお申し込みください。

問 阿波えらいやっちゃツーデーウオーク
　 実行委員会　☎656・3636

16平成30年２月号



情報ガイド INFORMATION  GUIDE

● 電話番号に市外局番の記載がない場合、市外局番は「088」です。

講
演「
保
育
園
・
学
校
に
お
け
る

発
達
障
が
い
の
子
の
集
団
づ
く

り
と
連
携
」

【
日
時
】３
月
８
日（
木
）

　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

※
受
付
は
午
後
１
時
30
分
開
始
。

【
場
所
】市
共
済
会
館
３
階
大
会
議
室

【
講
師
】日
本
相
談
支
援
専
門
員
協
会

顧
問 

福
岡 

寿 

氏

問 
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　 

凌
雲 

☎
６
９
３・１
１
１
７

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市

【
日
時
】３
月
３
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

【
場
所
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

問 

鳴
門
ウ
チ
ノ
海
新
鮮
市
実
行
委

　 

員
会 

☎
６
８
４・１
１
５
２

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

２
０
１
８
シ
ー
ズ
ン
開
幕
戦

●
２
月
25
日（
日
）午
後
２
時
～

　
　
対 

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山

※
シ
ー
ズ
ン
の
詳
し
い
日
程
は
、
本

　
紙
３
月
号
で
掲
載
し
ま
す
。

問 

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス

　 

☎
６
７
２・７
３
３
９

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
徳
島
分
区
合
同

イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

特
別
講
演「
音
楽
の
力
、心
の
力
」

　「
バ
ル
ト
の
楽
園
」や
黒
沢
明
監
督

の「
影
武
者
」な
ど
多
数
の
映
画
音

楽
を
手
掛
け
る
作
曲
家 

池
辺 

晋
一
郎 

氏
の
講

演
会
。
同
会
で
は
、
池

辺
氏
の
ピ
ア
ノ
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

【
日
時
】３
月
３
日（
土
）

　
　
　
午
後
１
時
20
分
～
３
時
15
分

※
開
場
は
午
後
０
時
30
分
。

【
場
所
】鳴
門
教
育
大
学
講
堂

問 
鳴
門
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　 

藤
田 

☎
０
９
０･

１
３
２
２･

０
３
３
３

キ
ョ
ー
エ
イ
鳴
門
駅
前
店
４
階
催
し

新
春
日
本
画
で
つ
な
ぐ
四
人
展

【
日
時
】２
月
１
日（
木
）～
７
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

鍋
島
☎
０
９
０･
７
１
４
６・７
２
４
２

レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
ト
で
見
る
絵
画
・
小
物
展

【
日
時
】２
月
１
日（
木
）～
７
日（
水
）

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

八
木
☎
０
９
０･

８
２
８
６・６
５
６
６

鳴
門
書
道
協
会
作
品
展

【
日
時
】２
月
９
日（
金
）～
11
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
。

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　 

☎
６
８
５・３
５
４
３

第
65
回
ベ
ニ
ウ
ズ
展

　
昭
和
21
年
発
足
の
同
会
の
作
品
展
。

【
日
時
】２
月
15
日（
木
）～
18
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

※
最
終
日
は
午
後
６
時
ま
で
。

問 

山
下 

☎
６
８
６・７
３
４
７

歌
い
ま
し
ょ
う

ー
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
で
ー

　「
瀬
戸
の
花
嫁
」な
ど
名
曲
を
演
奏
。

【
日
時
】２
月
18
日（
日
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

問 

大
草
☎
０
９
０・１
０
０
０・２
９
６
２

第
27
回
或
る
点
の
水
墨
画
展

【
日
時
】２
月
21
日（
水
）～
26
日（
月
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

中
原 

☎
６
３
２・４
０
１
１

古
今
鳴
門
海
峡
絵
画
展

【
日
時
】２
月
28
日（
水
）～
３
月
７
日（
水
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

問 

鳴
門
セ
ン
タ
ー
街

　 

☎
６
８
５・３
５
４
３

図
書
館 

☎
６
８
５・０
２
５
５

２
月
の
休
館
日

▼
２
日（
金
・
館
内
整
理
日
）

▼
６
日（
火
）▼
13
日（
火
）

▼
20
日（
火
）▼
27
日（
火
）

■「
ふ
く
ろ
う
の
森
」文
学
教
室

　
手
紙
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
ま
す
。

【
日
時
】２
月
10
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

【
定
員
】50
人（
先
着
順
）

【
講
師
】板
東 

武 

氏

【
問
・
申
し
込
み
】２
月
７
日（
水
）ま

　
で
に
ふ
く
ろ
う
の
森（
☎
６
８
５
・

　
０
３
８
９
）へ
。

　両イベントとも同館で開催します。お問い合わせ
は同館（☎689・0099）へ。

■ 企画展「板東俘
ふ

虜
りょ

収容所内の店舗と工房」
　第一次世界大戦中に設置された板東俘虜収容所のド
イツ兵捕虜たちの商工業活動をパネルで紹介します。

【日時】 ２月１日（木）～３月４日（日）
　午前９時30分～午後５時（入館は４時30分まで。）
※2月26日（月）は休館。
※入館料が必要です。

■ Yumi＆Haru TWO PIANO RECITAL
　県出身・在住のピアニストの佐藤 由美子 氏と西
野 晴香 氏によるピアノデュオコンサート。演奏曲
目はバッハ、ベートーヴェン、モーツァルトなどド
イツにゆかりのある作曲家の作品が中心。

【日時】 ２月12日（月・休）午後２時～（開場は１時30分。）
【費用】  大人500円、小中学生150円
※同館、市賀川豊彦記念館共通入館料を含む。

ドイツ館のイベント

鳴門海峡の渦潮を世界遺産へ！渦開き
　観光シーズンの幕開けを告げるイベント。観
潮船の乗船者に鳴門わかめをプレゼントします。

【日時／場所】 ３月３日（土）
　①午前10時45分～／うずしお汽船（先着100人）
　②午前11時20分～／鳴門観光汽船（先着300人）
※乗船する際は、運賃が必要です。
問 （一社）市うずしお観光協会事務局 ☎684・1731

テ
レ
ビ
広
報
な
る
と  

番
組
ガ
イ
ド

▼２月１日～ 徳島ヴォルティス 2018シーズン始動!

▼２月16日～ 自衛隊からのお知らせ
鳴門ビデオボランティア制作番組

▼２月１日～ 葛城神社例祭／板東 公
いさお

（徳島市）

▼２月16日～ 第28回ジングルベルマラソン大会
　　　　　　／豊田 三郎（板東）
放送チャンネル・時間
テレビ鳴門 （111ch）８、13、23時～
行政情報 　（122ch）７、12、16、18、21、22時～ 

今年は第九アジア初演100周年♪
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Health Info

☆

おいしいレシピ
たっぷり野菜

冬野菜のシーザーサラダ
(野菜使用量約100g)

作  

り  

方

1	人参と大根は５～６ｃｍの長さに切り、皮をむいてから全てピー
ラーで薄くひいておく。

2	白菜は、白い部分（５ｃｍ大）をせん切りし、葉の部分は２ｃｍ四方
に切ってそれぞれ分けておく。

3	鍋に湯を沸かし、人参、大根、白菜の芯を火の通りにくい順番
に加えて茹でる。（少し歯ごたえが残る程度）

4	レンコンは皮をむき、薄いいちょう切りにして茹でておく。
　 ③・④の茹でた野菜は、水をかけて粗熱をとったら、水気を切っ

ておく。
5ベーコンは１ｃｍ幅の短冊状に切り、油を敷いたフライパンでカ

リッとするまで炒める。
　（途中、余分な油をペーパーで拭き取りながら炒める。）
6ホールコーンは汁気を切り、ミニトマトはくし形に４等分に

切っておく。
7水気を絞った茹で野菜と白菜の葉、ホールコーンをボウルで軽

く混ぜ合わせたら、皿に盛り付けて上に炒めたベーコン、横に
ミニトマトを添える。

8ボウルにドレッシングの材料を混ぜ合わせ、盛り付けた野菜に
回しかける。

※野菜の水分が出やすいので食べる直前にドレッシングをかけて
ください。

～野菜料理もう一皿～
　野菜には体の調子を整える大事な役割を果たすビ
タミンやミネラルが豊富に含まれており、一日当た
りの野菜摂取目標量は350ｇで料理にすると約５皿分

（1皿約70ｇ使用）です。
　平成28年度徳島県民健康栄養調査の結果では一日
当たりの野菜摂取状況は平均307ｇとなっており、目
標量にあと少し届いていません。野菜料理を１皿分
プラスして、摂取目標量の達成を目指しましょう！

材  
料  （
４
人
分
）

・人参 ………………… 40g
・大根 …………………120g
・白菜 …………………120g
・レンコン …………… 40g
・ベーコン ハーフサイズ4枚
・油 ……………… 小さじ1
・ホールコーン ……… 20g
・ミニトマト ………… 4個

【ドレッシング】
・マヨネーズ …… 大1・小2
・ヨーグルトドリンク 大1・小1
・粉チーズ ……… 大1・小2
・おろしにんにく …… 0.5g
・レモン汁 ………… 小さじ2
・塩・こしょう ……… 少々

　「手をよく使う人に多い疾患の病態・診断・治療の実際」と
題した講演会を開催します。
　私たちは、毎日の生活の中であまり意識をせずに手を使っ
ています。手がしびれる、握りにくい、指の関節が痛いなど
の症状についても見過ごしていることもあるの
ではないでしょうか。とても便利で働き者の「手」
を、大切にするためにも、「手」にまつわる病気に
ついて考えてみましょう。

【日　時】2月10日（土）　午後１時30分～
【場　所】鳴門ふれあい健康館
　　　　（旧老人福祉センター）3階大会議室

【講　師】徳島県鳴門病院 整形外科部長 日比野 直仁氏
■健康相談コーナー
　医師の講演終了後、午後３時30分まで医師・管理栄養士・理学

療法士・薬剤師（徳島県鳴門病院）、保健師・管理栄養士（鳴門市）
が無料で健康相談を受け付けます。お気軽にご相談ください。

平成29年度 市民実践講座
鳴門市と徳島県鳴門病院との連携事業

講 演

■１人分の栄養価
エネルギー　120kcal
たんぱく質　3.3ｇ
脂　　　質　8.7ｇ
炭　水　化　物　7.7ｇ
食塩相当量　0.6ｇ

乳幼児健診
【場　所】 鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉
　　　　  センター）３階
 実…実施日　対…対象児　 受…受付時間
■３歳児健診  実 ２月９日㈮
    対 平成26年８月生まれ 受 12：30～13：00
■１歳６か月児健診  実 ２月15日㈭
    対 平成28年７月生まれ 受 12：30～13：00
■９か月児健診  実 ２月８日㈭
    対 平成29年４月生まれ 受 12：20～12：40
■４か月児健診  実 ２月８日㈭
    対 平成29年９月生まれ 受 13：20～13：40
■ 股関節脱臼検診  実 ２月16日㈮
    対 平成29年10月、12月生まれ 
    受 12：40～13：00
■ 聴力検査（場所：市共済会館３階）
     実 ２月28日㈬　受 ９：30～10：00
     対 １歳６か月児健診を受診した方で、
　　  聴力検査を希望される方

休日当番医
　受診は救急患者に限られ、往診はでき
ません。当番医は変更となる場合があり
ます。お問い合わせはテレホンガイド（☎
685・3322）まで。

【診療時間】 ９：00～22：00
２月４日（日） 元木医院（南浜）
 ［内・小・消］ ☎685・8282
　　11日（日） 原田医院（大谷）
 ［内・循］  ☎689・2108
　　12日（月・休） 兼松病院（斎田）
 ［内・外・眼］ ☎685・4537
　　18日（日） 橋本医院（吉永）
 ［循・外・内］ ☎685・5211
　　25日（日） 古林内科（板東）
 ［内・小・アレ］ ☎689・3366

健康相談
【日　時】 ２月７日（水）、13日（火）、
　21日（水）、27日（火）　9：30～11：30

【場　所】鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉
　　　  センター）１階

マタニティー教室
【場　所】 子育て世代包括支援センター
　　　　 （鳴門ふれあい健康館１階）
① いきいきマタニティー中期編

【日　時】 ２月13日（火）　10：00～11：30
【対　象】 妊娠15～27週の方
② いきいきマタニティー後期編

【日　時】 ２月13日（火）　14：00～15：30
【対　象】 妊娠28週以降の方
③ マタニティー教室（育児編）

【日　時】 ３月10日（土）　10：00～12：00
【内　容】 妊娠中の過ごし方やお父さん

の妊婦体験などを実施。
【申し込み】 ①②は２月６日（火）、③は

３月２日（金）までに表題《子育て世代
包括支援センター》へ。

18平成30年２月号



すこやかライフ
健康な生活を送りましょう

《母子保健、栄養指導》☎684・1049　《成人保健》☎684・1137　《予防接種》☎684・1206
《子育て世代包括支援センター》☎684・1561　〒772・0003  撫養町南浜字東浜24-2   FAX 684・1114 

mail 同課：kenko@city.naruto.i-tokushima.jp　同支援センター：neuvola@city.naruto.i-tokushima.jp

　　　お問い合わせ　鳴門ふれあい健康館（旧老人福祉センター）内　市健康増進課、市子育て世代包括支援センター

糖尿病相談のお知らせお知
らせ

　糖尿病は、血糖の高い状態が続くことで全身の血管を傷め、脳卒中や心筋梗
塞などの大きな病気につながったり、網膜症や神経障害、腎障害といった合併
症を引き起こす病気です。
　ご存じのように、徳島県では糖尿病になる方が多く、鳴門市でも同じような
傾向があります。
　しかし、糖尿病は食生活や運動などの生活習慣を見直すことや治療によっ
て、改善できる病気です。
　糖尿病の検査項目であるHbA1c( ヘモグロビンエーワンシー )や血糖値が上がり始めた方、「薬は飲
んでいるのに血糖コントロールがうまくできない。」と感じている方、血縁者に糖尿病の方がいる方な
ど、これを機会に糖尿病を予防するために対策を始めてみませんか。
　今がチャンスです。保健師・管理栄養士が皆さんが健康になるためにお手伝いします。
　下記の日程で糖尿病の相談を行います。相談をご希望の方は、３日前までに、電話・ファクス・Ｅメー
ルで市健康増進課までお申し込みください。

健診や血液検査の結果をお持ちの方はご持参ください。

自分の
体について詳しく知ってみませんか？
～糖尿病について正しく知ろう～

相談日程

月　日 時　間

２月５日（月）
２月19日（月）
２月22日（木）
２月26日（月）
３月12日（月）
３月19日（月）
３月26日（月）

①午前９時～10時
②午前10時～11時
③午前11時～正午
④午後１時～２時
⑤午後２時～３時
⑥午後３時～４時
⑦午後４時～５時

※相談時間は１人につき、約１時間を予定しています。
※上記以外の日時をご希望の方は、ご相談ください。

保健師、管理栄養士と
一緒にあなたの健診結果を
良くするための方法を
考えていきましょう。
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　１月15日、創立40周年を記念して鳴門ゾンタク
ラブから市に軽自動車１台が寄贈されました。同
クラブは昭和53年に設立され、国際奉仕活動や
地域奉仕活動に取り組んでいます。
　この自動車は、女性
の自立支援や子育て支
援をはじめ、市のさまざ
まな業務に使用していき
ます。

市に軽自動車を寄贈寄付・寄贈

　１月18日、市共済会館で日本赤十字社徳島県
支部創立130周年記念支部長特別表彰状伝達式
が行われ、各地域の奉仕団29人が出席しました。
同表彰は赤十字奉仕活動に顕著な功労があった
団体に贈られるもので、
泉市長から鳴門市地区
赤十字奉仕団を代表し
て矢野 壽美子委員長に
表彰状が渡されました。

鳴門市地区赤十字奉仕団を表彰表彰

　１月14日、猫にちなんだステージイベントや猫との触れ合い
コーナー、お菓子・雑貨などが楽しめる「ねこねこフェスティバ
ル」をボートレース鳴門で初開催し、家族連れら約6,500人でに
ぎわいました。このイベントはボートレース鳴門のイメージアッ
プを図るために開催したもので、猫に仮装して会場を練り歩く

「仮装化け猫大行進」では、ダンサー藤田 善宏氏が考えた猫
版阿波踊り「あにゃ踊り」を踊りながら、参加者らは楽しいひと
ときを過ごしていました。

ボートレース鳴門に猫好き大集合
ねこねこフェスティバル初開催

１月14日

猫版阿波踊り「あにゃ踊り」を楽しむ参加者ら

　業界を超えた連携や情報共有を図り、今後の
市全体の活性化につなげようと１月８日、　ボー
トレース鳴門で「第３回鳴門市新年交流会」が開
催されました。当日は市内関係団体や経済界の
代表、地域の有志ら約
200人が参加し、新年の
あいさつや名刺交換な
どを通じてお互いの親睦
を深めていました。

新年のあいさつに一同集結交流会

　１月13日、改築・新築工事を行っていた桑島児
童クラブの新施設が完成し、開設式が行われまし
た。新施設は桑島児童館が老朽化していたことか
ら、児童の放課後の安全・安心な居場所の確保と
受入体制の拡充を目的
に整備されたもの。式で
は、児童から関係者らに
お礼の言葉と歌が贈ら
れました。

児童クラブの完成を歌で祝う開設

ＪＲ鳴門駅前で鳴門の魅力を発信
鳴門高・鳴教大生が量販店窓にイラスト作成

１月12日

　１月12日、撫養町のキョーエイ鳴門駅前店のガラス窓に、渦
潮や阿波踊りなどの鳴門の魅力を詰め込んだイラストが完成し
ました。このイラストは市が駅周辺を整備するのに合わせて、
観光客らに市の魅力をＰＲしようと施設のオーナー「協同組合鳴
門センター街」が鳴門高校と鳴門教育大学に依頼しました。鳴
門教育大学生の桝田さんは「鳴門の魅力が一目で分かるように
描いた」、 また、鳴門高校美術部員らは「街が明るくなるように
鮮やかな色を使った」と作品に込めた思いを話していました。ガラス窓に鳴門の魅力を描いた鳴門高・鳴教大生
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」と
い
う
明
確
な
目
標
に
向

広
め
た
い
」と
い
う
明
確
な
目
標
に
向

か
っ
て
、
前
進
し
よ
う
と
す
る
姿
に
、

か
っ
て
、
前
進
し
よ
う
と
す
る
姿
に
、

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。
し
た
。

　
式
典
の
前
後
で
は
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ

　
式
典
の
前
後
で
は
晴
れ
着
や
ス
ー
ツ

に
身
を
包
ん
だ
華
や
か
な
新
成
人
た

に
身
を
包
ん
だ
華
や
か
な
新
成
人
た

ち
が
、
旧
友
と
の
再
会
に
記
念
写
真

ち
が
、
旧
友
と
の
再
会
に
記
念
写
真

を
撮
っ
た
り
談
笑
し
た
り
と
、
思
い
出

を
撮
っ
た
り
談
笑
し
た
り
と
、
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

平成平成3030年鳴門市成人式　年鳴門市成人式　651651人が大人の仲間入り人が大人の仲間入り

「
は
た
ち
の
主
張
」

「
は
た
ち
の
主
張
」

市
長
賞
以
外
の
入
賞
者

市
長
賞
以
外
の
入
賞
者

若い力若い力がが未来未来を開くを開く

▽
市
議
会
議
長
賞

▽
市
議
会
議
長
賞

　
藤
原

　
藤
原    
大
一
郎
さ
ん

大
一
郎
さ
ん

▽
市
教
育
長
賞

▽
市
教
育
長
賞

　
竹
田

　
竹
田    

晴
香
さ
ん

晴
香
さ
ん

新
成
人

新
成
人  

門
出
の
誓
い
！

門
出
の
誓
い
！

「
将
来
の
夢
」や「
鳴
門
で
こ

れ
を
し
た
い
」な
ど
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

私たち２人で鳴門を元気に
したい

（左・黒岩莉奈）
（横田百

ゆ り は
合映）

出世するぞ
（左・田中大

ひ ろ し
志）

夢はＧＴＲに乗ること
（正木峻也）

親孝行をしたい（左・髙
畑望

のぞみ
）／鳴門の良さを発信

していきたい（西川和希）
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そ
ん
な
に
興
味
の
な
か
っ
た
も
の

そ
ん
な
に
興
味
の
な
か
っ
た
も
の

づ
く
り
に
興
味
が
湧
き
、
私
は
中

づ
く
り
に
興
味
が
湧
き
、
私
は
中

学
卒
業
と
と
も
に
阿
南
工
業
高
等

学
卒
業
と
と
も
に
阿
南
工
業
高
等

専
門
学
校（
阿
南
高
専
）に
入
学
し

専
門
学
校（
阿
南
高
専
）に
入
学
し

機
械
工
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。

機
械
工
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。

　　

し
か
し
、
工
学
部
の
中
で
も
機

し
か
し
、
工
学
部
の
中
で
も
機

械
工
学
科
は
女
性
が
少
な
く
私
の

械
工
学
科
は
女
性
が
少
な
く
私
の

ク
ラ
ス
で
も
女
学
生
は
四
十
三
人

ク
ラ
ス
で
も
女
学
生
は
四
十
三
人

中
七
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で

中
七
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
で

も
他
大
学
の
工
学
部
と
比
べ
た
ら

も
他
大
学
の
工
学
部
と
比
べ
た
ら

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

機
械
工
学
科
に
女
性
教
員
は
い
ま

機
械
工
学
科
に
女
性
教
員
は
い
ま

せ
ん
。
徳
島
に
は
大
塚
グ
ル
ー
プ

せ
ん
。
徳
島
に
は
大
塚
グ
ル
ー
プ

や
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
に
携
わ
っ

や
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
に
携
わ
っ

た
日
亜
化
学
な
ど
大
手
企
業
が
多

た
日
亜
化
学
な
ど
大
手
企
業
が
多

く
あ
り
ま
す
が
、
企
業
見
学
に
伺
っ

く
あ
り
ま
す
が
、
企
業
見
学
に
伺
っ

た
際
、
女
性
社
員
は
少
な
く
、
去

た
際
、
女
性
社
員
は
少
な
く
、
去

年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
興

年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
興

味
を
持
っ
た
企
業
の
募
集
要
項
が

味
を
持
っ
た
企
業
の
募
集
要
項
が

男
性
だ
け
だ
っ
た
り
、
女
性
と
男

男
性
だ
け
だ
っ
た
り
、
女
性
と
男

性
で
は
実
習
内
容
が
違
っ
て
い
た

性
で
は
実
習
内
容
が
違
っ
て
い
た

り
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

り
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
説
明
会
で
は
、
女
性

ま
た
、
企
業
説
明
会
で
は
、
女
性

は
事
務
関
係
な
ど
今
ま
で
工
学
を

は
事
務
関
係
な
ど
今
ま
で
工
学
を

勉
強
し
て
い
て
も
、
そ
れ
を
活
か

勉
強
し
て
い
て
も
、
そ
れ
を
活
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
業
種
に
限
ら

す
こ
と
の
で
き
な
い
業
種
に
限
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
大

れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
大

き
な
機
械
を
扱
う
機
械
工
学
で
は

き
な
機
械
を
扱
う
機
械
工
学
で
は

な
か
な
か
女
性
は
活
躍
す
る
こ
と

な
か
な
か
女
性
は
活
躍
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
で
す
が
海
外
で
は
違
っ
て
い
ま
し

　
で
す
が
海
外
で
は
違
っ
て
い
ま
し

た
。
も
と
も
と
海
外
に
興
味
が
あ
り
、

た
。
も
と
も
と
海
外
に
興
味
が
あ
り
、

　　　
い
き
な
り
で
す
が
質
問
で
す
。

　
い
き
な
り
で
す
が
質
問
で
す
。

　
「
将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？
」

　
「
将
来
の
夢
は
何
で
す
か
？
」

　　

こ
れ
に
は
様
々
な
業
種
が
あ
げ

こ
れ
に
は
様
々
な
業
種
が
あ
げ

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー

や
政
治
家
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

や
政
治
家
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

た
夢
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
の
将

た
夢
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
私
の
将

来
の
夢
は「
も
の
づ
く
り
を
女
性
に

来
の
夢
は「
も
の
づ
く
り
を
女
性
に

広
め
る
こ
と
」で
す
。
幼
い
こ
ろ
は

広
め
る
こ
と
」で
す
。
幼
い
こ
ろ
は

両
親
が
医
療
系
の
仕
事
を
し
て
い

両
親
が
医
療
系
の
仕
事
を
し
て
い

る
た
め
医
者
に
な
る
と
言
っ
て
お

る
た
め
医
者
に
な
る
と
言
っ
て
お

り
、
も
の
づ
く
り
に
は
興
味
が
あ

り
、
も
の
づ
く
り
に
は
興
味
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　

し
か
し
、
私
の
人
生
を
動
か
す

し
か
し
、
私
の
人
生
を
動
か
す

大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
姉
が
結
婚
し
義
理
の
兄
が

そ
れ
は
姉
が
結
婚
し
義
理
の
兄
が

で
き
た
こ
と
で
す
。
義
理
の
兄
は

で
き
た
こ
と
で
す
。
義
理
の
兄
は

県
内
の
工
学
系
の
企
業
に
勤
め
て

県
内
の
工
学
系
の
企
業
に
勤
め
て

お
り
、
工
学
に
つ
い
て
様
々
な
話

お
り
、
工
学
に
つ
い
て
様
々
な
話

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

今
ま
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
台
湾
、

今
ま
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
台
湾
、

タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
き
ま

タ
イ
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
台
湾
と
タ
イ

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
台
湾
と
タ
イ

で
は
大
学
を
訪
問
し
研
究
に
つ
い
て

で
は
大
学
を
訪
問
し
研
究
に
つ
い
て

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
驚

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
驚

い
た
の
は
説
明
を
し
て
く
れ
て
い
る

い
た
の
は
説
明
を
し
て
く
れ
て
い
る

女
学
生
の
多
さ
で
す
。
特
に
タ
イ
で

女
学
生
の
多
さ
で
す
。
特
に
タ
イ
で

は
女
性
教
員
も
多
く
女
性
が
活
躍
で

は
女
性
教
員
も
多
く
女
性
が
活
躍
で

き
る
場
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

き
る
場
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
女
だ
か
ら
と
い
っ
て
活
躍
で
き

　

私
は
女
だ
か
ら
と
い
っ
て
活
躍
で
き

な
い
わ
け
で
は
な
い
と
分
か
り
ま
し

な
い
わ
け
で
は
な
い
と
分
か
り
ま
し

た
。
実
際
に
、
今
年
の
夏
に
参
加
し

た
。
実
際
に
、
今
年
の
夏
に
参
加
し

た
国
際
学
会
で
は
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞

た
国
際
学
会
で
は
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
女
性
は
も
の
づ
く
り
に
興

し
ま
し
た
。
女
性
は
も
の
づ
く
り
に
興

味
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
も
の
づ
く

味
が
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
も
の
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
人
が
身

り
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
人
が
身

近
に
い
な
い
た
め
、
工
学
系
に
進
む
女

近
に
い
な
い
た
め
、
工
学
系
に
進
む
女

性
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

性
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
よ
っ
て
私
は
将
来
、「
教
師
」と
い
う

　
よ
っ
て
私
は
将
来
、「
教
師
」と
い
う

立
場
か
ら
女
性
に
も
の
づ
く
り
の
楽

立
場
か
ら
女
性
に
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
を
教
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

し
さ
を
教
え
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。
誰
か
が
先
陣
切
って
行
う
こ
と
で
、

す
。
誰
か
が
先
陣
切
って
行
う
こ
と
で
、

今
ま
で
誰
も
い
な
い
か
ら
と
いって
諦
め

今
ま
で
誰
も
い
な
い
か
ら
と
いって
諦
め

て
い
た
人
た
ち
も
次
々
と
活
躍
し
て
い

て
い
た
人
た
ち
も
次
々
と
活
躍
し
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
も
勉
学
に
励
み
、
将

　
私
は
こ
れ
か
ら
も
勉
学
に
励
み
、
将

来
、
教
員
と
し
て
阿
南
工
業
高
等
専

来
、
教
員
と
し
て
阿
南
工
業
高
等
専

門
学
校（
阿
南
高
専
）に
戻
る
こ
と
で

門
学
校（
阿
南
高
専
）に
戻
る
こ
と
で

徳
島
に
も
の
づ
く
り
を
広
め
て
い
く
こ

徳
島
に
も
の
づ
く
り
を
広
め
て
い
く
こ

と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

と
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

「興味から夢に。そして未来に。」「興味から夢に。そして未来に。」　　永尾  佳弥永尾  佳弥
新成人発表「はたちの主張」市長賞　※原文のまま掲載しています。

鳴門を活性化させたい
（左・神﨑由依さん）
鳴門の人の温かいところが好き、私
もそうなりたい（犬伏穂

ほ な み
南さん）

親孝行をしたい
（左・八田真

ま お
生）

地方公務員になって地域活性化に
携わりたい（近藤尊

た か し
史）

鳴門の役に立てる仕事がしたい
（左・浜中智子）
看護師になって鳴門の人を元気にし
たい（中村真奈美）
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24平成30年２月号※本紙はカラーユニバーサルデザインに配慮し作成しています。

▼有料広告

2018年（
平

成
30年

）２
月

１
日

発
行

　
通

巻
802号

編
集・発

行
　

市
役

所
秘

書
広

報
課

撫
養

町
南

浜
字

東
浜

170　
☎

 088・684・1118

「第九」アジア初演から100年
バンドーの史実を伝えたい

「
戦
時
中
に
敵
国
の
捕
虜
に

自
由
を
与
え
ま
す
か
。

板
東
俘ふ

り
ょ虜

収
容
所
の
松
江
豊と

よ
寿ひ

さ
所

長
は
、
そ
れ
を
し
た
ん
で
す
。
板

東
は
、
世
界
平
和
の
中
心
。
こ
の

ご
時
世
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｏ（
バ
ン
ド
ー
）の
史
実
を
世
界
に

発
信
し
た
い
」。

　
冨
士
さ
ん
は
長
年
音
楽
教
諭
を

勤
め
、
平
成
24
年
に
退
職
。
平
成

25
年
に
板
東
公
民
館
か
ら「
公
民

館
の
10
周
年
記
念
式
典
に
子
ど
も

た
ち
と
収
容
所
の
劇

を
や
っ
て
欲
し
い
」と

頼
ま
れ
た
の
が
、
バ

ン
ド
ー
と
の
出
合
い

で
し
た
。

　「
板
東
俘
虜

収
容
所
の
史
実

を
知
り
、
松
江

所
長
の
希
望
を

実
現
す
る
力
に

感
動
し
た
ん
で
す
」。

　
同
じ
こ
ろ
、
収
容
所
の

歴
史
を
研
究
す
る
作
家
、

林
啓
介
さ
ん（
平
成
2７
年
に

死
去
）か
ら「
収
容
所
の
中

で
捕
虜
た
ち
に
は『
第
九
』

を
歌
う
自
由
が
あ
っ
た
。

そ
の
史
実
が
大
切
。
冨
士

さ
ん
の
音
楽
劇
に
は
そ
の
背
景
が

描
か
れ
て
い
る
」と
の
言
葉
を
も

ら
い
、
活
動
は
加
速
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
は
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に「
第
九
」を

歌
う「
ジ
ョ
イ
フ
ル
子
ど
も
音
楽

祭
」や
収
容
所
の
史
実
に
基
づ
く
書

物
を
朗
読
す
る「
朗
読
カ
フ
ェ
」を

開
催
。
さ
ら
に
、
市
内
で
古

く
か
ら
慶
事
に
配
ら
れ
て
い

た
串
刺
し
煮
し
め
を
第
九
の

「
歓
喜
の
歌
」に
ち
な
み「
鳴

門
の
よ
ろ
こ
び
に
し
め
」と

名
付
け
復
活
さ
せ
る
な
ど
、

市
民
と「
第
九
」が
出
合
う
機

会
を
多
く
設
け
よ
う
と
奔
走

し
、「
第
九
」１
０
０
年
を
祝

う
市
民
の
機
運
醸
成
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
、「
音
楽
劇
の『
エ
ベ
レ

ス
ト
・
ザ
』の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
、
こ
れ
ら
の
活
動
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
に
大
変

感
謝
し
て
い
ま
す
」と
同
志
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
今
の
願
い
は「
次
の
１
０
０
年
ま

で
に
、
市
民
み
ん
な

が『
第
九
』を
歌
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
」と
壮
大
で
す
。

「
第
九
」の
テ
ー
マ「
す

べ
て
の
人
々
が
兄
弟

に
な
る
」。
こ
の
意
味

を
私
た
ち
に
教
え
て

く
れ
る
冨
士
さ
ん
。

初
演
か
ら
１
０
０
年
、

「
第
九
」を
心
か
ら
歌

い
た
い
と
思
わ
せ
て

く
れ
ま
す
。

鳴
門
ゆ
か
り
の
輝
く

File.29

 音楽劇「バンドー少年物語」実行委員長

 冨士　都美 さん ［ 堂浦 ］

　ふじ・さとみ。1951年瀬戸町堂浦生まれ。
長年音楽教諭を勤め、平成24年に退職後、
子どもらに劇や合唱で「第九」や板東俘虜
収容所の史実を伝える活動に取り組んでい
る。また、ベートーヴェン「第九」交響曲演
奏会では昭和57年の第１回以降、毎年アル
トパートの指導者を務めている。

 BANDOの史実を
 次の100年に歌い継ぐFuji

Satomi
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